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その① ５つの木は３つの木から始まった  

７月１３日の中日新聞尾張版の記事となりました。南小には素晴らしい楠の

木があります。これらの楠は昭和１３年（今から７５年前）、津島南小が現在の

常磐町に移転して以来の楠もあるそうです。東門・正門・中庭にあります。こ

れらの楠には名前がついています。今から１４年前、当時の校長先生と教頭先

生によって『３つの木（気）元気の木・やる気の木・根気の木』と名付けられ

ました。さらに１０年前、新たに２つ楠を加え『５つの木（気） 勇気の木・

本気の木』と名付けられました。木のネーミングは、人の生き方の根本を「木」

と「気」に掛けて覚えてほしいという願いから始まりました。 

 

その② 二宮さんの台座は元は別の銅像の台座だった  

 南小の運動場には二宮尊徳の石像があります。この石像を見るたびに不思議

に思うことがありました。台座は像の名前が削ったあとがあるのです。なぜか。

調べてみて分かったのですが、この台座は元々二宮尊徳石像のものではなかっ

たようです。学校の記録を見てみると「二宮尊徳石像」は昭和１５年に立ちま

した。ところがこの台座裏面には「昭和１４年寄付」とあります。写真から、

この台座は『乃木希典銅像』の台座であったようです。戦争中、銅像は供出さ

れました。それで乃木さんがいなくなった台座に、昭和２９年から二宮尊徳さ

んが立ったようです。像の譲り合いというよりは、戦争の悲しい記録なのかも

しれません。 

 

その③ 山口善五郎さんへのお礼の石碑でした  

南小の運動場の南西隅に石碑が立っています。『山口氏賜金碑』何の石碑か調

べてみました。これは、山口善五郎氏の記念碑。この碑文を読んでみると「海

東郡津島郷立高等小学校」の校舎を建築した時に、大阪市平野町の銀行家で資

産家であった山口善五郎氏が多額の寄付をしたことを記念し、立てた石碑のよ

うです。これは郷土の学校のために骨を折ってくださった先輩の記念碑です。 

カバ校長が見つけたすてきな南小の３つのひみつ 

 

  


